
ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽津島通男（大町）▽山内香織（中野甲）▽

砂田寿江（三津屋南）▽山内直樹（壬生川）

▽玉置芳宣（丹原町北田野）▽徳永昌文（香

川県高松市）▽竹ダンス▽創作の家陶芸クラ

ブ▽国際ソロプチミストいしづち▽カラオケ

喫茶寿〃▽国興産業㈱▽三芳地区民生児童委

員協議会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪

　伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神

拝甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ・秋月理作子

（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽サツマイモ

　西条地域労働者福祉協議会

■老人ホーム石燧園へ
▽尺八演奏・民謡など　曽我部水位山（丹原

町北田野）▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽

パンジー寄せ植え　東予・周桑地域労働者福

祉協議会▽歌・踊りなど　小松老人クラブ女

性部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉

グループ▽誕生会・踊り　楠藤会▽パンジー

寄せ植え　東予・周桑地域労働者福祉協議会
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児童向け絵本が寄贈されました
　　　　　　　　　　　　㈱ルネサステクノロジ西条事業所から同社
　　　　　　　　　　　本社制作の絵本「ぼくは、きみのちかくにい
　　　　　　　　　　　るよ。」が寄贈されることとなり、12月３日
　　　　　　　　　　　に宮本佳幸工場長から市長に100冊が贈呈さ
　　　　　　　　　　　れました。
　　　　　　　　　　　　この絵本は、同社の主力製品である「マイ
　　　　　　　　　　　コン」の役割を分かりやすく紹介したもので
　　　　　　　　　　　本物のマイコンのパッケージで作った「マイ
コンくん」がくりぬいた絵本の中心から顔を出し、ページをめくるた
びに携帯電話や車、洗濯機などの中にいて、いろいろな仕事をしてい
ることを知らせる仕組みになって
います。
　寄贈された絵本は、市内の図書
館、児童館、地域交流センター、
保育所、幼稚園、小学校の80施設
に置かせていただきます。

カブトガニ標本が寄贈されました
　12月11日に、山内ヨシヱさん
（三津屋南）からカブトガニの
標本が市に寄贈されました。
　これは亡くなられたご主人が
所有していたもので、１本のガ
ラス瓶の中にカブトガニの幼生
などが、成長段階が分かるよう
に納められており、山内さんの
お話では推定100年ほどたっていると思われる大変貴重なものです。
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